
 

 

 

 

                     ［ 校長先生つぶやき、つぶやく（校長だより）］ 

                                    

 笑顔の花束 ありがとう、はなにっし～。 

 ひげの森先生、ペンポシェットの富田先生、トランペットの大西先生、 

カメラ片手の私、そして筋肉もりもりの松田先生が登場。 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」と大きなかぶをひっぱります。 

それでも、かぶはぬけません。最後は、学校のインコであるピッピが 

 ひっぱって、大きなかぶがやっとこさぬけます。みんなで、どてち～ん 

と転んだところで、会場は大笑い。5年生の立西新喜劇は、大盛り上がりでした。 

  色んな先生が登場し、その特徴をとらえてのお芝居。インコのピッピまで登場し、ピッピもきっと喜んでい

ます。たくさんの笑顔をひきだす工夫のすばらしさと私達教員が子ども達に愛されていることに幸せを感じず

にはおれませんでした。 

５月も終わりの 29 日（木）。立西まつりが行われました。実は、 

児童会からのスローガンが廊下に掲げられた時、ここでも、とても

とても幸せな気持ちになってながめていました。まだ、おまつりは

してもいないのに。 

「5 月は笑顔でいっぱいにしましょうね。」（立西巻き No.8） 

と、5月の朝会で全校生にお話をしていました。ですから、 

子ども達が考えてくれた「笑顔でいっぱい立西の花」のスローガン 

が、思いをくんでくれているようで、本当にうれしかったのです。 

  当日のことは、ご家庭でも笑顔の中身を聞いてくださっていると思います。学級内での企画や異学年交流を

通し、つけた力が成長の糧となっていること間違いなしです。 

各お店では、受付や説明係など、それぞれが役割を持ち大活躍。 

どのお店でも笑顔があふれていました。児童会の子ども達や担当の 

先生方、そして、今回のめあてに向かって、おまつりを盛り上げた 

460 人の子ども達と先生方にたくさんの拍手を送りたいです。 

「笑顔でいっぱいの 5月にしてほしい」という願いを叶えても 

らえた月末になりました。 
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↗ はなにっし～ 

すごくかわいいです。 

コアジサイ  マヤ活報告 ① 

３１日（土）摩耶山登山しました。 

コアジサイが咲き乱れていました。 

花言葉は、「忍耐強い愛」「成就」 

小さな花が密集して咲く姿から忍耐強く 

愛を育んでいく様子や 

目標が達成される良い意味がこめられているそうです。 


